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＊
な
ぜ
す
る
の

　

町
で
は
、
教
育
・
子
育

て
、
元
気
で
ご
長
寿
と
と

も
に
、
産
業
の
振
興
を
施

＊
予
算
な
ど
は

　

町
で
は
、
�0
年
４
月
か

ら
、
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
の
オ
フ

�
ス
賃
貸
事
業
を
予
定
し

て
お
り
、
新
堀
倉
庫
、
余

目
町
農
協
倉
庫
、
日
通
事

務
所
跡
地
の
６
千
㎡
を
、

合
併
補
助
金
１
億
１
千
�00

万
円
を
活
用
し
購
入
。
ま

た
、
オ
フ
�
ス
空
間
改
造

の
第
１
期
で
７
千
万
円
。

観
光
交
流
、
物
産
施
設
に

６
億
１
千
万
円
。
町
農
協

倉
庫
関
係
で
１
億
５
千
万

円
。
日
通
事
務
所
跡
地
関

係
で
３
千
万
円
。
全
体
で

は
９
億
７
千
700
万
円
の
概

算
事
業
予
測
を
立
て
て
い

ま
す
。

策
の
柱
に
揚
げ
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
18
年
６
月
に
策

定
し
た
総
合
計
画
で
は
、

ス
機
能
の
向
上
、
住
環
境

の
整
備
、
駅
前
倉
庫
な
ど

を
核
と
し
た
駅
前
開
発
や
、

周
辺
整
備
、
観
光
物
産
事

業
へ
も
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま

それぞれの思い
を胸に

¡駅前開発8対10で否決

¡駅前開発って何？

〈議案〉P2、3

〈ふれあい〉P4

「
農
商
工
が
一
体
と
な
っ

た
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
主
要
な
目
標
と
定

め
、
同
時
に
、
中
心
市
街

地
の
商
業
や
公
共
サ
ー
ビ

駅
前
再
開
発
構
想
（
中
心
市
街
地
活
性
化
構
想
）
計
画
平
面
図

駅
前
再
開
発
構
想
（
中
心
市
街
地
活
性
化
構
想
）
計
画
平
面
図

し
た
。

＊
ど
ん
な
内
容

　

特
色
別
に
、
５
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
取
り
組
む
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
１

（
歴
史
的
建
造
物
エ
リ
ア
）

　

新
堀
倉
庫
を
活
用
し
、

オ
フ
�
ス
空
間
、
観
光
交

流
施
設
、
観
光
物
産
施
設

ブ
ロ
ッ
ク
２

（
観
光
拠
点
エ
リ
ア
）

　

日
通
事
務
所
跡
地
を
活

用
し
、
観
光
案
内
施
設

ブ
ロ
ッ
ク
３

（
公
共
ス
ペ
ー
ス
）

　

余
目
町
農
協
倉
庫
を
活

用
し
、
子
育
て
支
援
、
福

祉
施
設
、
公
園
、
駐
車
場

発
行
人

議　
　

長　

梅
木　
　

Y

議
会
広
報
調
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

起立採決

号外号外
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駅前開発　　　 否決駅前開発　　　 否決8 対10
　

７
月
26
日
臨
時
会
を
開
き
、
駅
前

開
発
事
業
に
係
る
補
正
予
算
に
つ
い

て
審
議
し
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛

成
８
、
反
対
10
の
賛
成
少
数
で
否
決

し
ま
し
た
。

佐

藤
　

彰

　

私
共
が
考
え
る
べ
き
事

は
、
手
続
き
論
や
入
口
論

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く

本
質
を
見
極
め
、
町
益
に

資
す
る
か
否
か
で
あ
る
。

　

こ
の
企
業
進
出
は
、
雇

用
の
確
保
、
若
者
定
住
人

口
の
増
加
が
図
ら
れ
、
ひ

い
て
は
町
内
で
の
お
金
の

循
環
が
生
れ
、
活
性
化
に

結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。

　

今
日
が
そ
の
出
発
点
で

も
あ
り
、
内
定
を
い
た
だ

き
本
社
で
汗
を
流
し
て
い

る
方
、
来
春
か
ら
の
勤
務

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
方
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
家
族
、

そ
の
芽
を
生
か
す
か
つ
ぶ

す
か
は
私
共
に
か
か
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

石

川
　

保

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
み

る
と
、
住
民
へ
の
説
明
な

ど
反
省
す
べ
き
点
も
多
い
。

し
か
し
、
本
旨
は
「
い
か

に
町
益
に
資
す
る
か
」
で

あ
り
、
手
続
き
論
な
ど
で

は
な
い
。

　

来
春
創
業
予
定
の
会
社

を
核
と
し
て
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
活
用
し
た
産
業
振

興
へ
の
拡
が
り
も
期
待
で

き
、
町
民
要
望
の
高
い
、

雇
用
の
創
出
に
も
十
分
応

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

観
光
振
興
な
ど
、
課
題

も
あ
る
が
、
今
後
の
話
し

合
い
等
で
対
応
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
町
益
に
資
す

る
内
容
で
あ
る
と
判
断
し
、

賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

石　

川　
　
　

保

石　

川　

武　

利

大　

瀧　
　
　

力

佐　

藤　
　
　

彰

吉　

宮　
　
　

茂

村　

上　

順　

一

齋　

藤　

君　

夫

富　

樫　
　
　

透

齋　

藤　

健　

一

小　

野　

一　

晴

日
下
部　

勇　

一

池　

田　

勝　

彦

日
下
部　

忠　

明

工　

藤　

範　

子

小　

林　

清　

悟

小　

松　

貞　

逞

奥　

山　

篤　

弘

石　

川　

惠
美
子

日
下
部

勇

一

①
土
地
購
入
費
１
億
１

千
�00
万
円
ス
タ
ー
ト
で
、

10
年
間
で
10
倍
の
計
画

で
あ
る
。
町
は
不
動
産

業
を
し
て
い
る
。

②
合
併
補
助
金
は
住
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
活
用
す

べ
き
で
あ
る
。

③
ユ
ニ
カ
進
出
が
先
で

市
街
地
活
性
化
が
後
に

な
っ
て
い
る
。
町
民
が

望
ま
な
い
大
型
事
業
は
、

町
長
・
副
町
長
二
人
が

ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
は

事
故
が
お
き
る
。

④
合
併
特
例
債
７
千
万
円

を
１
企
業
に
使
う
事
は

地
財
法
５
条
違
反
で
あ

る
。
滋
賀
県
栗
東
市
に

大
津
地
裁
で
起
債
差
し

止
め
判
決
が
下
さ
れ
た
。

奥

山

篤

弘

　

町
民
の
多
く
の
声
は

「
企
業
誘
致
賛
成
、
駅
前

開
発
慎
重
」
と
い
う
考
え

で
あ
る
。
10
億
も
の
金
を

投
入
し
効
果
が
見
込
め
る

の
か
。

　

町
長
の
言
う
観
光
交
流

施
設
、
観
光
物
産
施
設
な

ど
酒
田
山
居
倉
庫
の
２
番

煎
じ
、
３
番
煎
じ
で
本
当

に
誘
客
で
き
る
の
か
。

　

む
し
ろ
北
海
道
夕
張
市

が
破
綻
し
、
連
日
マ
ス
コ

ミ
に
報
道
さ
れ
た
よ
う
な

こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
、

町
民
は
心
配
し
て
い
る
。

　

鶴
岡
駅
前
の
マ
リ
カ
の

破
綻
、
酒
田
駅
前
開
発
の

困
難
さ
、
全
国
的
に
も
駅

前
開
発
は
成
功
例
が
な
い

現
況
で
あ
る
。

池

田

勝

彦

　

当
初
、
９
億
７
千
万
の

計
画
が
あ
り
、
そ
の
後
倉

庫
敷
地
６
千
㎡
の
購
入
で

１
億
１
千
万
円
余
を
先
行

し
、
全
体
計
画
は
今
後
協

議
し
た
い
と
の
事
。
ぶ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

合
併
補
助
金
が
あ
る
か

ら
、
Ｉ
Ｔ
企
業
が
倉
庫
の

活
用
を
望
ん
で
い
る
か
ら
、

開
発
を
今
進
め
る
の
は
拙

速
す
ぎ
る
し
、
そ
の
政
治

姿
勢
は
選
択
と
合
意
に
欠

け
る
も
の
で
あ
る
。

　

倉
庫
敷
地
の
購
入
な
ら

ば
、
別
の
基
金
の
取
崩
し

も
可
能
で
あ
る
。
合
併
前

の
町
民
と
の
約
束
を
反
故

に
す
る
の
か
、
入
口
論
と

か
反
対
の
為
の
反
対
で
は

な
い
。

小

野

一

晴

　

今
回
の
駅
前
開
発
に
関

す
る
私
の
判
断
基
準
は
、

庄
内
町
の
最
初
の
重
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
余
目

駅
前
の
開
発
す
る
こ
と
を
、

町
民
が
望
ん
で
い
る
か
ど

う
か
で
あ
る
。

　

議
会
議
員
と
し
て
の
ア

ン
テ
ナ
を
フ
ル
に
伸
し
て
、

可
能
な
限
り
町
民
の
意
見

を
聞
い
た
が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
否
定
的
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
町
長
は
、
町
民

を
代
表
す
る
議
会
に
も
、

今
な
ぜ
駅
前
開
発
な
の
か

十
分
な
説
明
が
で
き
て
い

な
い
。
今
回
否
決
す
る
に

あ
た
っ
て
の
デ
メ
リ
ッ
ト

に
対
す
る
批
判
を
甘
ん
じ

て
受
け
て
で
も
賛
成
は
で

き
な
い
。

賛　

成　

討　

論

賛　

成　

討　

論

7月26日

臨時会
補
正
予
算

m
m
m
m
m
m
m
m
m

どうするの  駅前開発

　

国
か
ら
の
合
併
補
助
金

１
億
１
千
�44
万
２
千
円
を

財
源
と
し
、
土
地
購
入
１

億
１
千
�44
万
３
千
円
と
設

計
委
託
料
578
万
７
千
円
に

申
請
手
数
料
を
加
え
、
予

備
費
で
調
整
し
た
。

　

今
回
の
駅
前
開
発
の
目

的
は
、
若
者
の
雇
用
確
保

と
定
住
化
対
策
と
中
心
市

街
地
活
性
化
に
あ
る
。

　

「
合
併
補
助
金
」
の
使

用
に
つ
い
て
は
、
全
国
で
、

庄
内
町
の
申
請
内
容
が
国

か
ら
評
価
さ
れ
た
も
の
と

と
ら
え
て
い
る
。

　

最
優
先
し
て
中
心
市
街

地
活
性
化
事
業
に
着
手
す

る
の
は
、
合
併
時
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
、
町

民
が
一
番
望
ん
で
い
る
も

の
を
優
先
し
た
結
果
で
あ

る
。

　

審
議
で
は
17
名
が
立
ち

町
当
局
と
活
発
な
議
論
が

交
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
討
論
で
は
、

賛
成
討
論
３
、
反
対
討
論

４
の
計
７
名
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
を
述
べ
、
最
後

に
議
長
を
除
く
18
名
に
よ

る
起
立
採
決
の
結
果
、
賛

成
８
・
反
対
10
の
賛
成
少

数
で
否
決
し
ま
し
た
。

齋

藤

君

夫

　

庄
内
町
が
誕
生
し
て
２

年
の
歳
月
が
経
過
し
、
３

年
目
に
入
っ
た
。

　

庄
内
町
の
発
展
は
総
合

産
業
、
つ
ま
り
農
業
・
工

業
・
商
業
が
一
体
と
な
っ

た
振
興
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

今
こ
そ
町
民
と
協
働
の

力
を
発
揮
し
、
文
化
を
誇

る
町
の
出
発
点
と
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

庄
内
町
の
英
知
を
出
し

合
い
、
い
い
方
向
に
向
け

た
町
づ
く
り
が
大
切
で
あ

る
。
百
年
の
大
計
の
下
、

将
来
を
託
す
る
子
供
達
の

た
め
に
も
賛
成
す
る
も
の

で
あ
る
。

反　

対　

討　

論

反　

対　

討　

論

　

合
併
し
た
市
町
村
が

受
け
ら
れ
る
補
助
金
で
、

人
口
で
算
出
さ
れ
、
庄

内
町
の
場
合
は
、
２
億

４
千
万
円
で
す
。

合
併
補
助
金

提
案
理
由

賛
成
し
た
議
員

反
対
し
た
議
員

こ
と
ば
の
解
設


